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調布市防災教育の日（五中防災会）   「震災発生から避難所の受付が始まるまで」 

実施日：平成２９年４月２２日（土） 

 

0.二本松自治会からの参加者は、７名でした。 

川崎さん(メイツ)、平山さん(コスモ)、根本さん(ガーデン)、中島さん(GS)、福島さん(コス

モ)、秋月さん(GS)、羽鳥 

その他 

若宮自治会、宮の下自治会、五中防災会、市役所初動要員、市役所避難所開設要員、西部公民

館、五中教職員、生徒会 等 

 

今回の目的は、大きな地震が発生した後、避難所が開設されて避難者の受付が始まるまでの様子を

第三者の立場で確認することです。全員が五中南門 駐車場に集合し、全体の概要を聞き、その後避

難所開設メンバーと一緒に確認しました。 

 

1.避難所は災害が起きたらすぐに開設されるわけではない 

 開設には時間が掛かるので、来ても入口(五中南門 駐車場)で待機してもらうことになる 

まずは、自分の身の安全、家族の安全の確保を第一に行動すること、自分の安全が確保できたら次

に近所で困っている人が居ないか確認して、手助けして下さい 

 そしてどうしても家が危ないという時は、避難所へ行って下さい。でも待ってもらう。 

怪我がなく元気な人は、避難所開設のお手伝いをお願いします。 

 

2.市の初動要員であったり五中教職員なりが五中に駆け付け、防災倉庫の鍵を開ける 

 避難所運営マニュアルを取り出し、マニュアルに沿って確認していく。まずは、避難所となる体

育館の外観は大丈夫か(ヒビが張はいっていないか、損傷していないか)、内部には床に落下物等

はないか、天井から落ちてきそうなものはないかなどを確認する。 

 

 避難所として利用できるとなったら、居住スペースを養生テープで区画割線を引く。 

 1人分 2m×1m 通路も必要なので、五中体育館は 143人分確保可能 ←これしかない 

 

帰宅困難者や旅行者は避難所運営マニュアルで規定する避難者に該当しませんが、一時的に避難

を受付ける。 → 我々も他のエリアで帰宅困難者となる場合もあります。参考に 

 

3.受付開始 

  受付では、避難者名簿を記載する。世帯単位に配布。ここに避難した人だけを記入します。 

  家族のなかで制限事項のある方はそれも記入します。 *1 

   ・車椅子 ・流動食 ・食物アレルギー ・ペットの状況 等 

 

  収容単位は、できるだけ自治会単位となる。避難者名簿に「二本松自治会」と記載して下さい。 

 

  五中体育館には入れないことから、だんご山に避難している人などはどうする?  *2 

  その場合は、「避難者名簿」を記載する際「避難安否情報」欄があり、この欄に「だんご山に避
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難、家族〇人」と記入して五中避難所に提出しておけば、物資などの提供を受けることができる。 

 

 4.情報収集 

  五中体育館壁には、広報板・伝言板を設置 情報収集や情報発信に利用できる。 

  また、屋外設置の調布市・二本松自治会掲示板の活用可 

 

5.飲料水等 

  飲料水は、体育館とプールの間に受水槽がある。蛇口がついていて取水できる。 

 

  生活用水(飲料水には使えない)としての利用なら・・・ 

    体育館入口脇に手漕ぎ井戸がある。 

   

*1 

*2 


